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鍛えて、ほめて 子どもの可能性を伸ばそう！

福岡県教育委員会
令和3年3月

福岡県教育委員会では、子どもが自律的に成長するための原動力となる人格的資質

（学ぶ意欲や自尊感情、チャレンジ精神、勤勉性等）を育成するため、鍛えて、ほめて、

子どもの可能性を伸ばす「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れた具体的実践を県内に広く

普及することを目的として、「鍛えよう！ほめよう！」プロジェクトを実施しています。

令和７年度は県内５校の小・中学校が研究協力校として、児童生徒の基礎学力の

定着を図る取組において、「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れた学ぶ意欲や自尊感情等の

向上を図る教育活動について実践してきました。

本実践報告書では、５校の研究協力校の１年間の研究成果や取組のポイントについて

紹介しています。研究協力校の実践を参考にしていただき、各学校で取り組まれている

「鍛ほめ福岡メソッド」を取り入れた教育活動のさらなる充実をお願いします。



☆研究協力校の実践☆
「「自ら楽しさを見つける」鍛ほめプロジェクト
～学びの基盤づくりと学びの意欲づくりを目指して～」

那珂川市立安徳小学校 １

「自ら学びを調整する生徒の育成
～授業と家庭学習を結びつける取組を通して～」

鞍手町立鞍手中学校 ３

「スキルアップタイムでやる気アップ！自信アップ！
～基礎・基本を育み、目標をもって学び続ける習慣づくり～」

筑後市立古川小学校 ５

「自ら学習課題を見出し、主体的に学ぶ力を育てる鍛ほめメソッド」 田川市立田川小学校 ７

「英語GCRチャレンジ！」 上毛町立上毛中学校 ９

☆研究のまとめ☆

「鍛ほめアンケートの活用について」 福岡教育大学
教授 生田 淳一

１１

【鍛ほめ実践報告書（リーフレット）掲載URL】
https://gimu.fku.ed.jp/kitahome_project/

https://gimu.fku.ed.jp/kitahome_project/


研究協力校の
実践

鍛えて、ほめて、子どもの可能性を伸ばそう！



研究協力校 那珂川市立 安徳小学校
「自ら楽しさを見つける」鍛ほめプロジェクト

～学びの基盤づくりと学びの意欲づくりを目指して～

挑む活動【実践】

目標設定の活動【自己決定】 振り返る活動
【自己評価】

☆ポイント

☆ポイント

☆ポイント

A 安 と く の３つの重
点活動から今月はく の
月と焦点化を行い、個
別の目標シートを作成、
提示する。
B 前時までに子どもが
獲得した結論（既習）を
ゆさぶり、自らの考え
に対して疑義や論証し
ようと意欲を抱く。

A 具体的な相手意識や目的意識を
もった目標の可視化や毎週末の形
成的評価の場の設定をする。

B 体験的活動を踏まえ、実感を伴う
比較活動と相互交流を位置付ける。

A Webフォームを活用し、自己
評価や学級・学年の取組評価
を即時にフィードバックする。

B 理解した内容を般化させる
同様の別の事例を提示する。

B 子どもが主役の主題研究
（生活科・社会科学習指導）

A 安・と・く を育む
日常指導

A 安・と・く を育む
日常指導

A 安・と・く を育む
日常指導

自己決定し、子どもが記入した目標シート

○ 子どもたちは、教師が提示した重点
活動（「今月のめあて」）を確認し、
その達成に向けて一人一人が何をどの
ように頑張るか（個人のめあて）を自
己選択・自己決定する。

○ 子どもたちは、資料や見学を通
して、獲得してきた結論（自動車
工業では分業が特に重要であるこ
と）に対し、「本当にそうだとい
えるのか」と教師から問われると、
結論に疑義を抱いたり、確証を示
そうとしたりした。そこで、実際
に体験的活動を通して確かめよう
と見通しをもって自ら追究のめあ
てを設定する。

○ 子どもたちは、自己決定した内容
を机上に貼ったり、教室背面に掲示
された目標を確認したりすることで、
日常的に目標を強く意識して取り組
む。

また、毎週末の帰りの会の中で、
自分の目標達成の取組状況をふり返
りながら、次週に取り組む意欲や意
識を改めながら取り組む。

○ 子どもたちは、自動車のパーツの
形をした用紙を切り貼りし、部品を
組み立てる作業を模擬的に体験する。
その際、「一人作業」と「分業によ
る作業」を交互に体験する。その後、
二つの体験を通して得た気付きやそ
の結果を比較しながら交流を行い、
分業のよさについて実感を伴いなが
らまとめる。

○ 子どもたちは、月末に自分の１ヶ
月の取組を振り返り、Webフォーム
にて自己評価を行う。

その後、教師から示された学級や
学年の取組評価の状況を把握したり、
教師からの称賛や改善点を受けたり
することを通して、達成感を味わう
とともとに、翌月の重点活動に対す
る意欲を高める。

○ 子どもたちは、教師が提示した、
「他の工業製品の生産工程において

も分業で生産されている」という事実
から、工業製品の生産における分業の
よさを強くとらえる。また、学習全体
を振り返りながら、日本の工業につい
ての社会の仕組みを理解する。

B 子どもが主役の主題研究
（生活科・社会科学習指導）

B 子どもが主役の主題研究
（生活科・社会科学習指導）

１人による作業 分業による作業

めあてを確認する姿
フォームを見て取組を振り返る姿 学習全体を振り返り、感想をまとめる姿

25.9%

7.4%

66.7%
できた

どちらかといえばできた

どちらかといえば
できなかった

P.1



研究協力校 那珂川市立 安徳小学校
「自ら楽しさを見つける」鍛ほめプロジェクト～学びの基盤づくりと学びの意欲づくりを目指して～

A１ 重点目標の 安・と・く の達成に向けて
校務分掌の中にそれぞれの達成に向けた徳育・知育
・体育チームを編成し、 安 ⇒ と ⇒ く の順で４月
から重点指導月を設定した上で、さらに重点活動を
焦点化しながら、次の３つの活動を仕組み、同様の
サイクルで積み上げを図りました。
①目標設定の活動では、取り組む内容について子どもが自己選択・自己決定

をし、それを常に見える所に掲示して目標を可視化します。
②挑む活動では、１ヵ月間、１つの目標に徹底的に取り組み挑み続ける活動

を大切にします。
③振り返る活動では、Webフォームでアンケートをとり、教師はもちろん、

子ども自らがその場で個や学級の傾向をつかみ、終会で職員に周知して
教師が同じ方向性で指導します。

Q１ 「 日常指導の 安・と・く」を子どもに効果的に

定着させるための支援を教えてください。

Q４ 児童生徒の実態を把握、分析して個に応じた支援に生

かすことができるように、「鍛ほめアンケート」等を

どのように活用しましたか。

Q３ 「子どもが主役の主題研究」のため、

どのような授業改善を行っていますか。

Q２ 子ども自身で「鍛ほめサイクル」を回すことができる

ようにするために、客観的なデータをどのように活用し

ましたか。

A２ 県学力調査では、特に5年生は算数

の記述式の問題について課題があることが明確

となりました。正確に最後まで答えられず、正

解者が少なかったこと、正しく計算する力が身

についていないことが課題でした。そこで、全

校で取り組む業間活動（安徳タイム）に、算数

科における「数と計算」領域に焦点化した習熟

の時間を設定することにしました。その際、教師から一方的に課題を与えるので

はなく、タブレット端末によるドリルプラネットなどのAIドリルを活用しながら、

自ら問題を自己選択・自己決定し、繰り返し挑むことができるように、教師は形

成的評価に努め、現在も基礎学力の定着を図っています。

A３ 社会科や生活科の学習を中心に、授業の流れの中に、

次の３つの活動を意図的に仕組み、積み上げを図りました。

①目標設定の活動では、前時までに獲得した知識をもとに子ども自身がもっ
ている結論に対し、教師が「本当にそうなのか？」と問うことで子どもの
結論を揺さぶり、自らの考えに対して疑義や論証しようと意欲を抱く発問
を行います。

②挑む活動では、模擬体験（シミュレーション）を通しての比較活動と相互
交流を通して子どもは自分の考えをより確かなものにします。

③振り返る活動では、模擬体験や相互交流を通してわかったことが、様々な
別の生活場面で活かされていることを理解し、一般化したり強化したりして
結論をもつことができるように、社会的事象を解決する場面を仕組みます。

A４ ８月に実施した「非認知的能力に関するア

ンケート」結果から右チャートのように「学ぶことのよ
さを実感している」項目へのアプローチが必要なA児と
「自ら学ぼうとする」項目にアプローチが必要なB児が
明らかになりました。「子どもが主役の主題研究」の提
案授業をきっかけに日常の学習でもGCRサイクルを位
置付けることにより、12月では伸びを見ることができ
ました。また、この取組を継続したことにより、アン
ケート項目⑦「学校に行くのは楽しいと思う」について
も、右グラフのような変容が見られました。このことは、
本年度のスローガン「楽しさを見つける学校100％」
にもつながっており、 「鍛ほめアンケート」を今後も
活用し、継続して取り組んでいきたいと考えます。

8月

１２月

A児

8月

B児

０

重点目標 重点活動

8月 １２月

６

12

8月 １２月

5

11

12

5

11

P.2

【県学力調査 問題形式別正答率】

【鍛ほめアンケート「学校に行くのは楽しい」の項目の変容】

【非認知的能力を測るチャートの変容】

6
【学ぶことのよさを
実感している】

【自ら学ぼうとする】

【学校生活に
満足している】

１２月

※県の平均正答率を
100として換算

記述式
に課題



研究協力校 鞍手町立 鞍手中学校
「自ら学びを調整する生徒の育成 ～授業と家庭学習を結びつける取組を通して～」

挑む活動
【自己選択した課題に取り組む活動】

目標設定の活動
【課題・解決方法を選択する活動】

振り返る活動
【取組を評価する活動】

具体的な取組

具体的な取組具体的な取組

☆ポイント

☆ポイント

☆ポイント

①授業の中で
○課題や解決方法を自己選択する。
○週１回学年習熟度別学習

（数学マスタープランや国語
漢字テスト）に取り組む。

②家庭学習で
○毎日１時間以上の家庭学習

（全員共通課題と自己選択
課題）に取り組む。

○定期的な診断
テスト
〇自分に合った
目標設定
○振り返りカード
・学習の価値付け
・更に取り組み
たい課題の記入

○各単元で自己選択の
場を設定

○学期に応じて共通課題と
自己選択課題の割合を
変える

○振り返りカード
・学習の価値付け
・家庭学習の課題

①授業の中で
○難易度の違う課題の中から、

自分に合った課題を選択する。
・条件が異なる課題など

○異なる解決方法の中から、
自分に合った方法を選択する。

②家庭学習で
○ＩＣＴなどを活用した振り返りをもとに、家庭学習で

取り組む課題を決定する。

①授業の中で
○ＩＣＴなどを活用して振り返り

を行う。
○更に取り組んでみたい課題を

設定する。

②家庭学習で
○家庭学習で取り組んだ内容の

振り返りを行う。
・定着度を測るテスト（共通課題）
・レポートなど（自己選択課題）

【鍛ほめアンケートの変容】

【課題・解決方法を自己選択】

【家庭学習時間（３年）】

【国語（小テスト）の取組振り返り】

１
．
今
回
行
っ
た
取
組

覚
え
る
ま
で
紙
に
書
き
続
け
る
。

一
文
字
に
つ
き
、
五
～
七
回
ほ
ど
書
い
た
。

２
．
取
組
の
振
り
返
り

目
標
点
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

覚
え
る
ま
で
何
回
も
書
き
続
け
た
の
が

良
か
っ
た
。

改
善
点→

な
し

３
．
次
回
の
目
標
点

二
十
点

４
．
具
体
的
取
組

分
か
る
ま
で
何
回
も
書
い
て
復
習
。

苦
手
な
漢
字
を
中
心
に
す
る
！

P.3



研究協力校 鞍手町立 鞍手中学校
「自ら学びを調整する生徒の育成 ～授業と家庭学習を結びつける取組を通して～」

A１

① 曜日ごとに家庭学習のための共通課題を各教科で設定
しました。

② 各教科で授業の振り返り
用紙にその日の学習の価値
付けと更に取り組みたい
ことを記入する欄を設け、
自己選択課題につなぐこと
ができるようにしました。

Q１ 振り返りと家庭学習を結びつけるときの

ポイントはどのようなことですか。

Q４ 「鍛ほめアンケート」はどのように活用して

いますか。

Q３ 家庭学習の取組について、職員間でどのような

共通理解を図りましたか。

Q２ 生徒が主体的に取り組めるように、選択する
内容や方法はどのように設定していますか。

A２ 小テストや診断テスト、定期考査などを

参考に、生徒が目標点数やコースなどを選択する
ようにしています。
（例）
・ 国語の漢字テストでは、自分の目標点を決めて、

テスト後に振り返りを行い、次の達成目標を決めて
います。

・ 数学マスタープランでは、自分が少し難しいと感じ
るコースを選択し、それぞれの方法で自己解決を図っ
ています。

A３ 本校の生徒に家庭学習の習慣が身について

いないことから、以下のように共通理解を図り
ました。
① １学期は、家庭学習の習慣を身につける期間とし、

曜日ごとにＡ４で１枚程度の共通課題を設定する。
② ２学期は、共通課題７０％と自己選択課題３０％を

目標にする。
③ ３学期は、共通課題５０％と自己選択課題５０％を

目標にする。
○ 家庭学習の課題は、授業と関連付けること。

A４ 「鍛ほめアンケート」の結果を基に、

職員で校内研修を行い、授業改善や生徒への

個別対応に取り組んでいます。

① 結果分析を行い、評価の低い項目から学校としての
重点取組を確認する。授業改善の指標とする。

② 個人データを学年及び担任で分析し、生徒の
個別対応の手立てを考え、実行する。各学期末に
アンケートを実施し、長期休業中に研修を行う。

P.4



研究協力校 筑後市立 古川小学校
「スキルアップタイムでやる気アップ！自信アップ！～基礎・基本を育み、目標をもって学び続ける習慣づくり～」

⑤振り返る活動 【伸びや次への課題を確かめる】

☆ポイント

☆ポイント

☆ポイント②③④挑む活動 【最後まで粘り強く学ぶ】

①目標設定の活動 【振り返りをもとに自己決定する】

自分で決めた課題に取り組む。

【パワーアップ】（月）

得意を伸ばしたり、
苦手を克服したりす
るための具体的な方
法を明らかにする。

○ 振り返る活動で、よさ
や改善点、がんばること
を再確認できるようにし
ます。
○ 適切な目標になって
いるか確認し、修正が必
要な場合は、助言します。
○ タブレット端末を活用
したドリル教材の学習履
歴も参考にします。

〇 子どもが自分で設定した目標
や自分で決めた課題を、事前に
確認して取り組みます。
○ タブレット端末を活用したドリル
教材も取り入れます。

○ 目標の設定、結果、振り返り
の内容から、伸びやがんばりを
褒め、次の目標を考えることが
できるようにします。
○ 振り返りの内容を、紙面また
は、タブレット端末に蓄積します。

【パワーアップ】（月）

【パワーアップ】（月）

④自分でチャレンジ③答え合わせ→解き直し

②小テスト（１０分間）

【チャレンジ】（火・水）

前回の
結果を
確認。目標を

自分で
決定。

結果 振り返り（よさや改善点.、がんばること）

【チャレンジ】（火・水）【チャレンジ】（火・水）

目標

※①～⑤の番号は、Ｑ３に示して
いる表の番号に連動しています。

（タブレット端末の記述） 自分の得意や苦手について振り返る。

（タブレット端末の記述）
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研究協力校 筑後市立 古川小学校
「スキルアップタイムでやる気アップ！自信アップ！～基礎・基本を育み、目標をもって学び続ける習慣づくり～」

A１ 週3回、20分間の帯の時間を設定し、全学年で一斉に
取り組んでいます。基礎・基本となる漢字と計算の力を伸ばすこ
とで、意欲と自信をもって学び続ける子どもの育成をねらいとし
ています。

A２ スキルアップタイムの目標設定は、計算・漢字
チャレンジでは、結果の伸びを主に参考にします。パワーアッ
プの課題の自己決定では、主に振り返りを参考にします。必要
に応じて、教師が個別に助言することも大切です。

A３ 右の表のよう

に活動を仕組むことで、

C・D層の児童への個別

支援の時間を確保しま

す。また、答え合わせ

と 解 き 直 し の 後 に 、

「自分でチャレンジ」

を設定して個別最適な

学びの充実を図ってい

ます。

A４ 「鍛ほめアンケー

ト」では、特に４項目で伸

びが見られました（右のグ

ラフ）。

自分からチャレンジし、

粘り強く取り組んでいるこ

とを実感できている子ども

が増えており、家庭学習に

関する項目でも伸びが見ら

れました。

月
パワーアップ
（２０分）

振り返りや、漢字・計算小テストの結
果などをもとに、自分で決めた課題に
取り組む。

火
計算チャレンジ
（２０分）

正答数、ミスの数などの点から目標設
定し、小テストに取り組む。

水
漢字チャレンジ
（２０分）

正答数、丁寧さなどの点から目標設定
し、小テストに取り組む。

Q１
スキルアップタイムの取組について

教えてください。

最後まで粘り強く取り組むことができるように、
どのような支援をしていますか。Q３

Q２
子どもたちは、計算・漢字チャレンジでの目標設定や、

パワーアップで取り組む課題の自己決定をどのようにし
ているのですか。

Q4
スキルアップタイムの取組によって、どのような

成果がありましたか。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム

配時 子どもの活動 教師の動き

開始
前

①設定していた目標の確認
小テスト等の
準備

10分 ②小テスト

C層、D層の
子への個別の
支援

８分
③

答え合わせ
・先生が丸つけ。（下学年）
・自分で丸つけ。（上学年）

解き直し
・自分で、先生や友達と

提出
全員の傾向を
確認

④自分でチャレンジ
・プリントやタブレット端末を

活用したドリル教材で練習

C層、D層の
子への個別の
支援

２分 ⑤振り返り・次の目標を設定
声かけ、記録
カードの確認

がんばりを
褒める

結果 振り返り（よさや改善点、がんばること）目標
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研究協力校 田川市立 田川小学校
「自ら学習課題を見出し、主体的に学ぶ力を育てる鍛ほめメソッド」

挑む活動
【自力解決する活動】

目標設定の活動
【学力調査の結果等をもとに自ら目標設定する活動】

振り返る活動
【他者参照を生かした振り返り活動】

具体的な取組

具体的な取組具体的な取組

☆ポイント

☆ポイント

☆ポイント

学力調査をもとに自
ら学習課題を見出
し、具体的な取組に
していくことで、学び
を自己調整できる
学習者を育てること
につながります。

ICTの活用によって、学習状

況を可視化することができ、
児童が自分の学習状況を把
握し、意図をもって自己選
択・自己決定ができます。

他者参照、教職員
のフォローアップが
次の取組への意欲
を高めます。

○ 福岡県学力・学習状
況調査個人票をもとに、
達成したいめあてを設
定する。

○ 家庭学習サポート
カードにめあてを達成
するための学習時間や
学習内容を１週間単位
で計画する。

【家庭学習サポートカード（11月）】
【児童が相互評価している様子】

○ タブレットドリル
を積極的に活用する。

【タブレットドリル活用の様子】

○ 家庭学習サポートカードと自学した内容を、友達と
相互評価する。

○ １週間のめあてや内容、取組時間を見直す。
○ 教職員は、家庭学習サ

ポートカードや自学内容
を基に児童に声かけをす
るなどのフォローアップ
を行う。

○ 次週の内容を自己選択
・自己決定する。

○ タブレットドリルの正答
率の推移によって、自分の学
習状況を可視化し、次の課題
を把握する。

【タブレットドリル正答率の推移】

達成したいめあて

学習内容
学
習
時
間

P.7



研究協力校 田川市立 田川小学校
「自ら学習課題を見出し、主体的に学ぶ力を育てる鍛ほめメソッド」

A１ 「家庭学習強化・充実週間」は、年間を

通して、学期に２回ずつ、合計で６回実施します。
第１回 ５月１２日（月）～ ５月１６日（金）
第２回 ６月１６日（月）～ ６月２０日（金）

第３回 ９月２９日（月）～１０月 ３日（金）
第４回１１月１７日（月）～１１月２１日（金）
第５回 １月１９日（月）～ １月２３日（金）

第６回 ２月１６日（月）～ ２月２０日（金）
※１回ごとに検証・改善サイクルを回して取り組みます。

Q１ 「家庭学習強化・充実週間」は、年間を通して

どのくらい実施されるのですか。

Q４ 児童の実態をどのように把握しましたか。

また、個に応じた支援に生かすことができるように、

どのように改善して取り組みましたか。

Q３ 各家庭で、保護者が児童を支援するために、

どのような取組を行っていますか。

Q２ 子ども自身で「鍛ほめサイクル」を回すことができる

ようにするために、客観的なデータをどのように活用し

ましたか。

A２ 福岡県学力・学習

状況調査個人票を基に、
現在の課題（現在の自分
の力）を把握し、その後、
各学年の年間指導計画
（これから学習する内容）
を参照しながら見通しを
もって、主体的に目標を
設定しました。

A３ 家庭学習強化・充実週間が始まることを

お便りやメールで保護

者に知らせ、協力を求

めています。

また、「家庭学習の

手引き」を配布して、

どの家庭でも同じよう

に励ますことができる

ようにしています。

A４ 児童の実態を把握するために、「自律的に学

び続ける子どもを育む鍛ほめアンケート」を活用しま

した。 また、量的目標（学習時間を増やす）から、質

的目標（学習内容の習熟）にも意識を向けて取り組む

ために、めあてを毎日振り返ることができるように家

庭学習サポートカードの内容を改善し、個に応じた支

援に生かしました。

【福岡県学力・学習状況調査個人票】

【子どもが立てた計画、目標】

学習に関するアドバイス

【各学年の年間
指導計画】
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研究協力校 上毛町立 上毛中学校
「英語GCRチャレンジ！」

挑む活動【C】（Challenge）
【自力解決するための子どもの活動】

目標設定の活動【G】（Goal）
【子どもに目標をもたせる活動】

振り返る活動【R】（Reflection）
【自分の学びを振り返る活動】

☆ポイント

☆ポイント

☆ポイント

〇 ペア学習で協働的な学びを推進し、
安心して伝え合える環境を整える。

〇 英語の４技能をバランス良く向上で
きるように、既習語彙の単語ビンゴ
や１分スピーチをテンポよく行う。

〇 表現力を高めるために全体で共有した
モデルを基に、『言語活動→どのように
表現すれば良いかわからなかった表現を
全体で確認・指導→言語活動』の流れを
学習過程に取り入れる。

〇 ＩＣＴを活用し、他者参照すること
で自分の考えを整理・再構築する。

・「鍛ほめアンケー

ト」の 課 題 を 基
に 、 生徒が伝えた
くなる学習課題を
設定し、手立て
を検討する。

・授 業 の ゴ ー ル を
提示し見通しを
もたせる。

・言語活動の際、相づちや
リアクションを促すこと
で、安心して発言できる
雰囲気を作る。

・発話語数の視覚化
・学習支援アプリでの正答

数や学習時間の視覚化

○ 「鍛ほめアンケート」をもとに
生徒一人一人の実態を授業者が、
把握する。

〇 総合的な学習の時間『職場体験』
と関連させ、「職業選びで大切に
したい価値観」について意見交流
する。ALTの考えについて、自分
の考えを伝えるという「伝えたく
なる」学習課題を設定する。

〇 学びのゴールを最初に示し、生徒
が個人の目標を自己決定できるよ
うにする。

○ 自分の設定した目標に対して振り
返り、新たな目標を設定する。

〇 ワードカウンターを使って１分
間の発話語数をペアでカウント
し合い、自分の伸びを確認でき
るようにする。

〇 学習内容の定着のため、毎週末に
学習支援アプリで課題を配信する。
正答数や学習時間の視覚化により
適切なフィードバックを行う。

【発話語数を記録するワードカウンター】

【ペア活動の様子】

【ICTを活用している様子】

【ペアで発話語数を数えている様子】

【必然性】

【よさの実感】

【安心感】

【学びのゴールの提示】

【総合と関連した単元課題の導入】
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研究協力校 上毛町立 上毛中学校
「英語GCRチャレンジ！」

A１
・教科等横断的な視点で、生徒の

関心の高い単元課題を設定して
います。

・ICTを活用して既習の学びを想起させ、教師と生徒が
やり取りする中で、めあてにつながる言葉を生徒の
意見から引き出しています。

・学びのゴールであるA基準とB基準を最初に示すことで、
どの生徒も目標を自己決定できるようにしています。

Q１ 生徒が個人の目標を自己決定できるように、

どのような支援を行ったかを教えてください。

Q４ 生徒の実態を把握・分析して個に応じた支援に

生かすことができるように「鍛ほめアンケート」

等をどのように活用しましたか。

Q３ 自分の考えをつくり、伝え合うことができる

ようにどのような授業改善を行っていますか。

Q２ 子ども自身で「鍛ほめサイクル」を回すことが
できるようにするために、客観的なデータをど
のように活用しましたか。

A2
・県学力調査の結果をもとに学校の課題を把握し、「話すこと」 に

重点をおいて授業づくりを行いました。

・本時の学びを使って発話語数を記録し、
見える化することで、生徒は次の目標
を自分で決めることができました。
お互いに努力を認め合ったり、教え
合ったりする姿が見られ、授業者が
生徒の「話すこと」の伸びを褒める
ことにもつながりました。

A３
・自分の意見をよりよいものにしよう

とする意欲を高めるために、具体的
な目的・場面・状況を設定します。

・自分の立場や考えを伝え合う必然性
のある学習課題を設定します。

・表現力を高めるために、『言語活動→指導→言語活動』の学習過程
で、教師が中間指導を行い、表現する意欲を支える声掛けや自力
解決を促す声掛け、視点を広げ対話を深める声掛けをしています。

A４
・「鍛ほめアンケート」の結果をもとに、一人一人の課題や個別

の支援を再設定しました。課題であった【自ら学ぼうとする姿】
に肯定的な回答が増加しました。さらに、【学ぶことのよさを
実感している姿】においても伸びが見られました。

【グループ交流をする様子】

【福岡県学力調査結果】

【英語で考えを伝え合う様子】
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研究のまとめ

鍛えて、ほめて、子どもの可能性を伸ばそう！



鍛ほめアンケートの活用について
福岡教育大学 教授 生田 淳一

目的の一つは、実態を把握することです。アンケートの
データから、学校や学級の傾向を客観的に捉えることが
でき、子ども理解をいっそう深めることができます。また、
子ども一人一人の回答に目を向けることで、個々の子ど
もの特徴もより的確に把握できます。

さらに、取組の改善にも役立ちます。アンケートによって
取組の成果や課題を明らかにできるため、それらを踏ま
えて次の取組の内容をよりよいものへと改善していくこと
が可能になります。

子どもたちは、日頃の自分自身の行動や考えを振り返
ることができます。できている点やできていない点に気づ
くことで、次に何にチャレンジすればよいのか見通しをも
つことができます。

教師は、子ども理解をより効率的に行うことができます。
日頃の見取りが何より大切ですが、それに加えて客観的
なデータが視覚化されることで、子ども一人一人の特徴を
より把握しやすくなります。また、ツールを活用すれば、実
施から結果の出力までの時間が短く、即時的な対応も可
能になります。

実施する時期やタイミングについては、学校の実態に応
じてご検討ください。なお、教育実践の効果を検討し実感
することができるため、年２回の実施を推奨しています。６
月頃に１回、１２月頃に１回の実施を想定しています。

実施後は、担任教師はもちろん、管理職がその様子を
把握するだけでなく、学年等の教師間で共有することで、
個別指導をより効果的に行うことが期待できます。

個別のプロフィールや回答を把握しやすいため、一人一
人の特徴を把握しながら、子どもへの具体的な指導内容
を検討することができます。

非認知的能力が発揮された３つの子どもの姿を測ること
ができます。具体的には、「学校生活に満足している姿
（自分には、よいところがあると思うなど４項目）」「学ぶこ
との良さを実感している姿（算数・数学を勉強することは、
勉強のしかたを身につけるのに役立つなど４項目）」「自ら
学ぼうとする姿（自分で、目標や計画を立てて勉強をして
いるなど４項目）」です。

これら３つの得点をレーダーチャート（三角形）で可視化
することで、非認知的能力の発揮のタイプを把握できます。
視覚的に子どもの特徴を捉えられるため、タイプに応じた
指導や支援の方向性を検討することが可能になります。

◆アンケートを活用するメリット

◆アンケートの活用の工夫◆アンケートで測れる資質・能力

◆アンケートを活用する目的
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◆アンケート分析ツールの概要

・アンケート項目・個人プロフィール表

※分析ツールの提供については、
令和８年４月以降に改めて周知します。
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【鍛ほめアンケート解説リーフレット、
鍛ほめアンケート参照URL】
https://gimu.fku.ed.jp/kitahome_project/

詳しくは、解説
リーフレットを
ご覧ください。

【鍛ほめアンケートＰＤＦデータ】

【鍛ほめアンケート解説リーフレットPDFデータ】

https://gimu.fku.ed.jp/kitahome_project/



